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研究成果の概要（和文）：芳香族性の変換を固体状態で制御することにより、圧力などの外部刺激による固体物性の変
換を目指した。その途上、ひとつの化合物でありながら、環境に依存してRGB発光を示す「動く発光団」の開発に成功
した。また、「ホウ素ドープナノグラフェン分子」を世界で初めて開発し、ホウ素の配位数変化に伴うπ共役構造の変
化を利用した機能発現を達成した。主な成果を以下にまとめる。
1. 動く発光団の開発と環境依存RGB発光の発現　2. 芳香族性が変換可能なπ共役分子の高効率合成、カラムナー集積
構造の構築、圧力応答性の検証　3. 骨格の中央にホウ素または窒素が導入されたπ共役分子の合成、基礎物性の解明
、および機能発現

研究成果の概要（英文）：We have established efficient syntheses of a series of pi-conjugated molecules 
that change their aromaticity depending on external stimuli, and that, at the same time, form columnar 
packing structures in the solid state.
 On the other hand, we also developed a chemistry of boron-doped nanographene, in which a boron atom is 
surrounded by polycyclic aromatic systems.
 For both systems, the molecule change their conformation in the solid state due to their high molecular 
flexibility. The dynamic change of packing structure would be the key to switch solid-state properties of 
pi-electron systems in a reversible manner.

研究分野： π電子系

キーワード： 芳香族性　固体物性　π共役系　ホウ素　ナノグラフェン
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１．研究開始当初の背景
 
 近年発展の目覚ましい
において
種特性の高機能化と制御は、将来の
料をさらなる高みへ導く鍵を握っている。そ
のためには、目的に応じて考え抜かれた分子
レベルでの骨格設計と集合体としての精緻
な配列制御を達成することが肝要である。
研究計画では、
変換することを目的とし、そのための斬新な
アプローチとして、柔らかい骨格をもつ
役分子の「動き」を固体状態において制御し、
分子構造の柔軟性と芳香族性の変換に由来
する固体物性のスイッチングを
 

 
 ペンタセンやフラーレンなどの優れた固
体物性を示す
機太陽電池などの
されている。
ンなどの剛直な２次元
性の高さゆえ秩序的な集積構造を形成しや
すく、有機
を発現する。しかしながら、従来から有機エ
レクトロニクスに応用されてきた
は剛直な骨格をもつことから、無機材料と同
じく、構造柔軟性に由来する固体物性のスイ
ッチング機能を発現することは難しい（図１
上）。これに対して
電子系の扱いを得意とし、特に環拡張ポルフ
ィリンのメビウス芳香族性に関する研究の
中心に立って、その幅広い可能性を示してき
た。このような柔軟な
して、外部刺激に応答して動的な構造変化と
それに伴う分子物性の変化を示すことが挙
げられる。しかし一方で、その平
ゆえに固体状態における配列制御が難しく、
溶液中の分子物性は制御できても、それを固
体物性の制御へと結びつけることが困難で
あった（図１下）。
 研究代表者
べく、柔軟な
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